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自民党 56人
民主党 16人
公明党 7人
共産党 4人
市民ネット・社民・無所属 4人
みんなの党 3人
千葉県民の声 1人
無所属の会 1人
開拓 1人
生活が第一 1人
千葉維新の会 1人
 定数95人 現員95人
   （平成24年10月16日現在）

ちば県議会だより  平成24年［2012年］11月5日（月曜日）

次回県議会だよりの発行日は平成25年2月5日の予定です。

　

九
月
定
例
県
議
会
は
、
九
月
十
九

日
に
招
集
さ
れ
、
十
月
十
六
日
ま
で
の

二
十
八
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

開
会
日
に
は
、
議
長
の
諸
般
の
報
告

に
続
き
、
平
成
二
十
四
年
度
千
葉
県
一

般
会
計
補
正
予
算
等
の
議
案
三
十
二

件
、
報
告
四
件
及
び
決
算
認
定
に
つ
い

て
が
上
程
さ
れ
、
知
事
か
ら
提
案
理
由

説
明
と
県
政
の
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
六
日
か
ら
六
日
間
に
わ
た

り
行
わ
れ
た
代
表
質
問
及
び
一
般
質
問

は
、
二
十
三
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
財

政
問
題
を
は
じ
め
、
防
災
対
策
、
経
済

問
題
、
環
境
問
題
、
児
童
虐
待
、
福
祉

対
策
、
雇
用
問
題
等
に
つ
い
て
活
発
な

議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
は
、
十
月
五
日
か
ら

四
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
付
託
さ

れ
た
議
案
・
請
願
に
つ
い
て
具
体
的
・

専
門
的
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
各
常
任
委
員
会
委

員
長
の
審
査
結
果
報
告
、
討
論
が
行
わ

れ
、
採
決
の
結
果
、
議
案
に
つ
い
て
は

原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
上
程
さ
れ
た
議
員
発
議
案

（
意
見
書
等
）
に
つ
い
て
、
二
十
三
件

の
う
ち
十
件
を
可
決
し
、
今
定
例
会
に

付
議
さ
れ
た
す
べ
て
の
案
件
の
審
議
を

終
了
し
ま
し
た
。

▼
財
政
問
題

▼
空
港
・
交
通
問
題

▼
地
域
防
災
力
の
向
上

▼
医
療
福
祉
問
題

▼
京
葉
臨
海
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
地
域
の
振
興

▼
農
業
問
題

▼
い
じ
め
問
題

▼
が
ん
対
策

▼
動
物
愛
護

▼
千
葉
み
な
と
駅
前
の
港
湾
整
備

▼
県
が
保
有
す
る
重
要
物
品

▼ 

千
葉
県
警
察
の
地
方
公
共
団
体
か
ら
の

土
地
の
借
り
受
け

▼
脱
原
発

▼
児
童
虐
待
の
現
状
と
一
時
保
護

▼ 

Ｄ
Ｖ
防
止
・
被
害
者
支
援
基
本
計
画
管

理
委
員
会
の
廃
止

▼
公
契
約
条
例

▼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

▼
通
所
介
護
事
業
所
で
の
宿
泊
サ
ー
ビ
ス

九
月
定
例
県
議
会
の

あ
ら
ま
し

▼
災
害
対
策

▼
人
口
減
少
対
策

▼
子
育
て
支
援
策

▼
難
病
対
策
等

▼
県
内
経
済
活
性
化

▼
教
育
問
題

▼
知
事
の
政
治
姿
勢（
消
費
税
増
税
問
題
）

▼
千
葉
県
地
域
防
災
計
画
修
正

▼
保
育
所
の
最
低
基
準

▼
県
立
高
校
統
廃
合
問
題

▼
外
環
道
路
建
設

※ 

質
問
項
目
は
、主
な
項
目
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
の
項
目
は
、千
葉
県

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

亀山湖水上より
　岩の上橋を望む

　

亀
山
湖
は
、県
下
最
大
の
貯
水
量
を
誇
る
ダ
ム
湖
で
す
。
湖
畔
の
紅
葉
は
例
年
十
二
月
中
旬
ま

で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ハ
イ
キ
ン
グ
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
も
と
よ
り
、ボ
ー
ト
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
で
湖
上
か
ら
の
風
景
を
鑑
賞
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
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九
月
二
十
六
日（
水
）

九
月
二
十
七
日（
木
）

九
月
二
十
八
日（
金
）

代
表
質
問
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問　

知
事
の
施
策
に
よ
り
経
済
波
及

効
果
は
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
の

か
。

答　

知
事
就
任
以
来
、
特
に
国
内
外
で

の
観
光
客
誘
致
や
、
全
国
屈
指
の
農
業

県
と
し
て
の
農
産
物
の
販
売
促
進
、
本

県
の
立
地
優
位
性
を
生
か
し
た
企
業

誘
致
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　

効
果
と
し
て
は
、

① 

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
料
金
引
下
げ
に

よ
る
、
首
都
圏
全
体
で
の
経
済
波

及
効
果
の
試
算
結
果
は
、
年
間
約

三
百
五
十
八
億
円
。
南
房
総
地
域
へ

の
観
光
客
も
増
加
し
て
お
り
、
本
年

四
月
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
開
業

で
、
約
二
千
人
の
新
規
雇
用
も
生
ま

れ
た
。

② 

成
田
国
際
空
港
の
年
間
発
着
枠

三
十
万
回
化
の
合
意
を
受
け
て
、
日

系
Ｌ
Ｃ
Ｃ
二
社
を
初
め
と
す
る
航

空
会
社
の
新
規
就
航
が
進
ん
だ
。

③ 

百
二
十
社
を
超
え
る
企
業
が
県
内

に
立
地
し
、
企
業
か
ら
の
引
き
合
い

が
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。

な
ど
が
、
上
げ
ら
れ
る
。

問　
「
防
災
計
画
」
の
基
本
的
な
考
え

方
に
つ
い
て
は
、
応
急
的
・
復
旧
的
対

策
中
心
か
ら
、
予
防
的
防
災
対
策
へ

と
抜
本
的
に
転
換
す
べ
き
と
思
う
が

ど
う
か
。

答　

地
域
防
災
計
画
は
、
予
防
・
応

知
事
の
施
策

知
事
の
施
策

防

災

計

画

防

災

計

画

急
・
復
旧
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
応
じ
た

対
策
を
定
め
て
い
る
が
、今
回
の
修
正
に

当
た
っ
て
は
、
命
を
守
る
た
め
の
対
策

を
最
優
先
と
考
え
、
そ
の
実
現
に
向
け

た
災
害
予
防
対
策
の
充
実
を
図
っ
た
。

　

津
波
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
避
難

の
た
め
の
津
波
浸
水
予
測
図
の
作
成

に
よ
る
市
町
村
支
援
、
防
災
教
育
な

ど
の
ソ
フ
ト
対
策
と
、
津
波
防
護
施
設

整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
を
組
み
合
わ

せ
た
、
総
合
的
な
対
策
の
充
実
強
化
を

図
っ
た
。

問　

障
害
者
虐
待
防
止
法
の
施
行
に

向
け
て
、
県
で
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
の
か
。

答　

本
年
十
月
一
日
の
障
害
者
虐
待
防

止
法
の
施
行
に
よ
り
、
県
や
市
町
村
で

は
、
障
害
者
虐
待
が
発
生
し
た
場
合
に
、

立
入
調
査
や
一
時
保
護
等
の
適
切
な
対

応
を
図
る
と
と
も
に
、
障
害
者
虐
待
防

止
の
た
め
、
関
係
機
関
等
と
の
連
携
強

化
、
人
材
の
育
成
、
広
報
啓
発
等
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

県
で
は
、

① 

虐
待
の
対
応
や
虐
待
防
止
の
啓
発

等
を
行
う
「
千
葉
県
障
害
者
権
利

擁
護
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置

② 

虐
待
問
題
に
連
携
し
て
対
応
す
る

た
め
、
当
事
者
団
体
、
事
業
者
、
支

援
機
関
等
で
構
成
す
る
「
千
葉
県

障
害
者
虐
待
防
止
連
携
協
議
会
」

の
設
置

③ 

虐
待
対
応
の
最
前
線
に
立
つ
市
町

村
職
員
を
支
援
す
る
た
め
の
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
、
福
祉
施
設

障
害
者
虐
待

障
害
者
虐
待

等
の
職
員
を
対
象
に
し
た
研
修
の

実
施

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
後
と
も
、
関
係
機
関
等
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
法
律
の
円
滑
な
実
施

が
な
さ
れ
る
よ
う
、
積
極
的
か
つ
効
果

的
な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

問　

高
齢
者
人
口
や
認
知
症
高
齢
者

の
増
、
さ
ら
に
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
中
、
今

回
の
条
例
案
を
踏
ま
え
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
く
の
か
。

答　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備

促
進
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

条
例
案
で
は
、
県
独
自
の
基
準
と
し
て
、

少
な
い
負
担
で
の
入
所
希
望
者
の
要

望
に
応
え
る
た
め
、
一
部
屋
に
複
数
名

が
入
居
す
る
多
床
室
の
整
備
を
認
め

る
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
施
設

整
備
が
で
き
る
よ
う
工
夫
し
た
。

　

ま
た
、
施
設
整
備
の
た
め
、
九
月
補

正
予
算
案
に
お
い
て
約
二
十
四
億
円

を
計
上
し
て
お
り
、
多
床
室
を
併
設
し

た
施
設
に
つ
い
て
も
補
助
対
象
と
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
積
極
的
に
整
備
を
促
進

し
て
い
く
。

問　

千
葉
県
の
が
ん
の
罹
患
状
況
な

ど
特
性
に
応
じ
た
が
ん
検
診
推
進
の

必
要
性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

答　

本
県
の
が
ん
の
罹
患
率
の
推
移

を
見
る
と
、
平
成
十
九
年
現
在
、
全
国

平
均
と
比
較
し
て
男
女
と
も
に
全
て
の

部
位
で
低
い
状
況
に
あ
る
が
、
女
性
で

は
乳
が
ん
の
増
加
傾
向
が
顕
著
で
あ

る
。

高
齢
者
福
祉

高
齢
者
福
祉

が

ん

対

策

が

ん

対

策

　

ま
た
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
の
推

移
で
は
、
平
成
二
十
二
年
現
在
、
全
国

平
均
と
比
較
し
て
、
乳
が
ん
は
高
い
状

況
に
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
乳
が

ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
県
独
自
の
「
乳

が
ん
検
診
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
、

各
市
町
村
に
年
一
回
検
診
や
超
音
波

検
診
を
推
奨
す
る
な
ど
、
国
の
指
針
よ

り
一
層
徹
底
し
た
検
診
体
制
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、

本
県
の
罹
患
状
況
等
に
応
じ
、
検
診
項

目
の
見
直
し
や
啓
発
、
受
診
勧
奨
な
ど
、

効
果
的
な
検
診
を
推
進
し
て
い
き
た

い
。

問　

県
有
施
設
で
の
利
用
を
可
能
と

す
る
な
ど
、
チ
ー
パ
ス
の
さ
ら
な
る
利

用
拡
大
を
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。

答　

子
育
て
家
庭
優
待
カ
ー
ド
「
チ
ー

パ
ス
」
に
よ
る
子
育
て
支
援
の
取
り
組

み
は
、
本
年
七
月
、
約
千
七
百
の
協
賛

店
に
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
。
協
賛
店
は

九
月
一
日
現
在
で
二
千
四
百
を
超
え
、

協
賛
店
舗
数
は
順
調
に
拡
大
し
て
い

る
。

　

県
有
施
設
に
お
い
て
は
、
県
立
美
術

館
や
博
物
館
等
で
中
学
生
ま
で
の
料

金
を
無
料
に
し
て
い
る
な
ど
、
既
に
子

育
て
家
庭
等
に
配
慮
し
た
料
金
設
定

を
行
っ
て
い
る
施
設
も
多
い
た
め
、
今

後
さ
ら
に
「
チ
ー
パ
ス
」
に
よ
る
優
待

が
可
能
で
あ
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

県
で
は
、
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る

機
運
が
県
全
体
で
高
ま
る
よ
う
、
今
後

も
引
き
続
き
、
「
チ
ー
パ
ス
」
の
利
用

拡
大
に
努
め
て
い
く
。

問　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

を
進
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

チ

ー

パ

ス

チ

ー

パ

ス

再

生

可

能

エ
ネ
ル
ギ
ー

再

生

可

能

エ
ネ
ル
ギ
ー

を
目
指
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

県
で
は
、
本
年
三
月
、
「
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
・
既
存
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
高
度
利
用
に
係
る
当
面
の
推
進
方

策
」
を
策
定
し
、
庁
内
横
断
的
な
体
制

に
よ
り
、
太
陽
光
や
小
水
力
な
ど
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、

① 

民
間
事
業
者
や
市
町
村
が
進
め
る

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
支
援

② 

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
に
対
す

る
補
助

③ 

県
有
資
産
の
活
用
の
検
討

な
ど
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
散
確

保
や
環
境
負
荷
の
低
減
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
県
内
に
お
け

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
層
の
普

及
・
促
進
に
努
め
て
い
く
。

問　

中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
が

平
成
二
十
五
年
三
月
末
に
期
限
を
迎

え
る
予
定
で
あ
り
、
中
小
企
業
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
今
後
、
県
と
し

て
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の

か
。

答　

国
が
四
月
に
公
表
し
た
「
金
融
円

滑
化
法
の
最
終
延
長
を
踏
ま
え
た
中

小
企
業
の
経
営
支
援
の
た
め
の
政
策
パ

ッ
ケ
ー
ジ
」
の
中
で
は
、
地
域
ご
と
に

事
業
再
生
支
援
の
強
化
を
図
る
た
め
、

出
資
や
債
権
買
取
り
の
機
能
を
有
す

る
事
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
の
設
立
を
促
進

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
六
月
の
関
係
機
関

を
集
め
た
会
議
に
お
い
て
、
県
内
金
融

機
関
か
ら
県
に
対
し
フ
ァ
ン
ド
設
立
に

向
け
て
協
力
要
請
が
あ
り
、
こ
の
九
月

議
会
に
県
負
担
一
億
円
の
予
算
案
を
提

出
し
た
。

　

今
後
、
速
や
か
に
、
県
内
金
融
機
関
、

中
小
企
業
支
援

中
小
企
業
支
援

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
と
連
携
し
、

総
額
二
十
億
円
規
模
の
フ
ァ
ン
ド
を
、

年
内
に
設
立
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

県
と
し
て
は
、
こ
の
事
業
再
生
フ
ァ

ン
ド
を
は
じ
め
、
既
存
の
各
種
施
策
を

最
大
限
活
用
し
て
、
国
、
金
融
機
関
等

と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
で
き
る
限

り
多
く
の
中
小
企
業
の
経
営
改
善
・
事

業
再
生
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問　

銚
子
ジ
オ
パ
ー
ク
を
初
め
、
県
内

ジ
オ
パ
ー
ク
育
成
の
た
め
に
資
金
的

な
助
成
を
含
め
、
支
援
策
を
強
化
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

銚
子
ジ
オ
パ
ー
ク
を
初
め
、
県
内

に
存
在
す
る
す
ぐ
れ
た
地
質
遺
産
は
、

本
県
観
光
の
魅
力
を
高
め
る
地
域
資

源
と
し
て
注
目
し
て
い
る
。

　

こ
の
度
、
銚
子
ジ
オ
パ
ー
ク
が
、
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
受
け
た
こ
と

は
、
地
質
遺
産
と
し
て
の
価
値
と
と
も

に
、
ジ
オ
ツ
ア
ー
の
実
施
や
Ｐ
Ｒ
活
動

と
い
っ
た
地
元
銚
子
市
や
関
係
者
の
取

り
組
み
が
認
め
ら
れ
た
結
果
で
あ
り
、

認
定
後
に
お
い
て
も
、
さ
ら
な
る
積
極

的
な
活
動
を
期
待
し
て
い
る
。

　

銚
子
ジ
オ
パ
ー
ク
以
外
に
も
県
内

に
は
す
ぐ
れ
た
地
質
遺
産
が
残
さ
れ

て
お
り
、
今
後
、
他
県
の
取
り
組
み
事

例
等
を
参
考
に
す
る
と
と
も
に
、
関
係

市
町
村
等
と
の
連
携
を
図
る
な
ど
、
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

県
産
農
産
物
の
加
工
・
販
売
に
つ

い
て
、
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

生
産
者
が
農
産
物
の
生
産
か
ら

加
工
、
販
売
ま
で
一
体
的
に
取
り
組
む

こ
と
は
、
農
産
物
の
付
加
価
値
を
増
大

ジ
オ
パ
ー
ク

ジ
オ
パ
ー
ク

農

産

物

農

産

物

さ
せ
、
生
産
者
の
所
得
の
向
上
と
経
営

の
安
定
を
図
る
上
で
、
極
め
て
重
要
だ

と
認
識
し
て
い
る
。

　

県
で
は
、
農
産
物
の
加
工
に
取
り
組

む
生
産
組
織
の
育
成
や
、
加
工
技
術
の

指
導
、
必
要
な
機
械
等
の
整
備
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
生
産
者
や
食
品
関

連
企
業
な
ど
で
構
成
す
る
協
議
会
を

組
織
し
、
新
た
な
加
工
品
の
開
発
や
販

路
開
拓
な
ど
を
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
サ
ツ
マ
イ
モ
や
メ
ロ
ン
の
ペ

ー
ス
ト
な
ど
、
地
域
の
代
表
的
な
農
産

物
を
加
工
し
た
商
品
が
開
発
さ
れ
、
地

域
特
産
品
の
商
品
化
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　

今
後
と
も
、
生
産
者
団
体
、
食
品
関

連
企
業
と
の
連
携
を
密
に
し
、
県
産
農

産
物
の
加
工
・
販
売
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
く
。

問　

児
童
生
徒
に
規
範
意
識
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
た
め
、
学
校
で
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

本
県
で
は
、
教
育
振
興
基
本
計
画

で
、「
道
徳
性
を
高
め
る
実
践
的
人
間

教
育
の
推
進
」
を
施
策
と
し
て
掲
げ
、

規
範
意
識
の
涵
養
や
社
会
性
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
学
級
活
動
や
学
校

行
事
、
道
徳
等
で
の
体
験
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
と
お
し
て
、
他
者

へ
の
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
育
み
、
集

団
や
社
会
の
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
の
必
要

性
や
意
義
を
理
解
さ
せ
、
み
ず
か
ら
判

断
し
、
適
切
に
行
動
し
よ
う
と
す
る
態

度
を
育
て
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
。

　

思
い
や
り
の
気
持
ち
や
規
範
意
識

を
育
む
こ
と
は
、
い
じ
め
問
題
解
決
の

た
め
に
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
今
後
も
、
学
校

と
家
庭
や
地
域
が
連
携
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

い
じ
め
問
題

い
じ
め
問
題

代
表
質
問
か
ら
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▽
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

▽
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人

員
、設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

等
を
定
め
る
条
例

▽
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業

の
人
員
、設
備
及
び
運
営
並
び
に
指

定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の

方
法
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条

例
▽
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を

定
め
る
条
例

▽
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
人

員
、設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例

▽
介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、施
設

及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例

▽
病
院
及
び
療
養
病
床
を
有
す
る
診
療

所
の
人
員
及
び
施
設
等
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例

▽
県
が
行
う
職
業
訓
練
の
基
準
等
を
定

め
る
条
例

▽
一
般
県
営
住
宅
等
の
整
備
基
準
を
定

め
る
条
例

◆
平
成
二
十
四
年
度
補
正
予
算
関
係（
五
件
）

▽
一
般
会
計（
一
件
）

▽
特
別
会
計（
四
件
）

◆
条
例
の
制
定（
十
四
件
）

▽
千
葉
県
東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金

事
業
等
臨
時
特
例
基
金
条
例

▽
保
護
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

▽
婦
人
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

▽
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案

可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案

可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案

◆
条
例
の
一
部
改
正（
八
件
）

▽
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条

例
等

▽
千
葉
県
災
害
対
策
本
部
条
例

▽
千
葉
県
防
災
会
議
条
例

▽
千
葉
県
国
民
健
康
保
険
調
整
交
付
金

条
例

▽
職
業
能
力
開
発
校
設
置
管
理
条
例

▽
千
葉
県
県
営
住
宅
設
置
管
理
条
例

▽
千
葉
県
暴
力
団
排
除
条
例

▽
千
葉
県
土
地
造
成
整
備
事
業
及
び
工

業
用
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例

◆
そ
の
他（
五
件
） 

▽
町
を
市
と
す
る
こ
と

▽
財
産
の
取
得

▽
損
害
賠
償
の
額
の
決
定

▽
指
定
管
理
者
の
指
定

▽
専
決
処
分
の
承
認

▽
第
三
十
二
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
及
び
第
十
六
回
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
の
東
京
招
致
を
支
援
す
る

決
議

▽
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
放
射
性
物
質
の
移

動
と
分
布
の
拡
散
予
測
範
囲
を
拡
大

し
、そ
の
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

可
決
さ
れ
た
決
議
・
意
見
書

可
決
さ
れ
た
決
議
・
意
見
書

可
決
さ
れ
た
決
議
・
意
見
書

全
都
道
府
県
の
専
用
端
末
に
転
送
す

る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

▽
税
制
全
体
の
抜
本
改
革
の
確
実
な
実

施
を
求
め
る
意
見
書

▽
香
港
民
間
団
体
に
よ
る
領
海
侵
入
及

び
尖
閣
諸
島
不
法
上
陸
に
関
す
る
意

見
書

▽
李
明
博
韓
国
大
統
領
の
言
動
に
抗
議

し
、政
府
に
対
韓
国
外
交
の
見
直
し

を
求
め
る
意
見
書

▽
国
家
秘
密
法（
ス
パ
イ
防
止
法
）の
一

日
も
早
い
制
定
を
求
め
る
意
見
書

▽
中
国
に
お
け
る
邦
人
・
日
系
企
業
等

の
保
護
と
我
が
国
の
領
土
・
主
権
の

護
持
に
関
す
る
意
見
書

▽
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
患
者
の
救
済

に
関
す
る
意
見
書

▽
自
治
体
に
お
け
る
防
災
・
減
災
の
た

め
の
事
業
に
対
す
る
国
の
財
政
支
援

を
求
め
る
意
見
書

▽
中
小
企
業
の
成
長
支
援
策
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書

▽
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
患
者
の
救
済

に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

（
第
一
項
〜
第
五
項
）

採
択
さ
れ
た
請
願

採
択
さ
れ
た
請
願

採
択
さ
れ
た
請
願

問　

千
葉
県
放
射
性
物
質
除
染
実
施

プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
除
染
の
実
施
に
当
た
っ
て

の
課
題
は
あ
る
の
か
。

答　

県
の
実
施
プ
ラ
ン
に
お
い
て
最
優

先
と
し
た
特
別
支
援
学
校
六
施
設
の

ほ
か
、
県
立
高
校
四
施
設
で
除
染
を

完
了
す
る
な
ど
、
順
調
に
進
捗
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
除
染
に
よ
り
除
去
し
た
土
壌

の
処
分
問
題
や
、
除
染
費
用
に
対
す
る

国
の
補
助
制
度
が
不
十
分
で
あ
る
と

い
う
課
題
が
あ
る
。

問　

東
京
湾
岸
埋
立
地
域
に
お
け
る

水
道
管
路
の
耐
震
化
計
画
の
具
体
的

な
見
直
し
の
内
容
は
ど
う
か
。

答　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
液
状
化

に
よ
り
、
東
京
湾
岸
埋
立
地
域
で
漏
水

な
ど
の
被
害
が
集
中
し
た
こ
と
を
受

け
、
病
院
な
ど
の
重
要
施
設
に
給
水
す

る
主
要
管
路
約
二
百
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
重
点
的
に
更
新
し
、
今
後
十
年
間

で
主
要
管
路
の
耐
震
化
率
九
〇
パ
ー

セ
ン
ト
、
全
体
で
は
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト

を
目
指
し
た
い
。

　
問　

が
ん
対
策
に
つ
い
て
、
縦
割
り
で

は
な
く
、
総
合
的
に
県
と
し
て
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

答　

現
行
の
が
ん
対
策
の
計
画
は
、
医

総
務
防
災
常
任
委
員
会

総
務
防
災
常
任
委
員
会

総
合
企
画
水
道
常
任
委
員
会

総
合
企
画
水
道
常
任
委
員
会

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

療
だ
け
で
は
な
く
、
予
防
、
相
談
、
教

育
な
ど
を
含
め
た
総
合
計
画
で
あ
る
。

　

次
期
計
画
の
中
で
、
総
合
的
な
施

策
を
組
み
立
て
、
体
制
に
つ
い
て
も
関

係
者
の
責
務
の
あ
り
方
を
規
定
し
、
県

の
み
な
ら
ず
全
県
を
挙
げ
て
推
進
し

て
い
き
た
い
。

問　

本
県
の
暴
力
団
排
除
の
機
運
が

社
会
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
を
推
進
す
る
県
民
・
事
業
者
の

安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
の
現
在
の

取
り
組
み
や
今
後
の
方
針
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

答　

現
在
、
保
護
を
必
要
と
す
る
県

民
・
事
業
者
に
対
し
て
重
点
的
な
警
戒
、

警
ら
な
ど
に
よ
る
保
護
措
置
を
講
じ

て
お
り
、
今
後
は
、
特
に
保
護
の
必
要

性
が
高
い
県
民
・
事
業
者
に
対
し
て
適

性
を
有
す
る
警
察
官
を
身
辺
警
戒
員

に
指
定
し
、
保
護
体
制
の
確
立
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

問　

「
土
地
造
成
整
備
事
業
の
平
成

二
十
四
年
度
末
収
束
」
と
い
う
言
葉

か
ら
、
平
成
二
十
四
年
度
で
、
企
業
庁

が
な
く
な
る
と
考
え
て
い
る
人
が
多

い
。

　

企
業
庁
は
平
成
二
十
七
年
度
ま
で

続
く
と
い
う
こ
と
だ
が
、
平
成
二
十
五

年
度
か
ら
は
、
土
地
造
成
整
備
事
業

を
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
く
の
か
。

答　

平
成
二
十
五
年
度
か
ら
は
、
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
及
び
成
田
国
際
物
流
複

合
基
地
の
南
側
を
除
い
て
新
た
な
造

成
は
行
わ
ず
、
造
成
し
た
土
地
の
譲

渡
・
貸
付
・
管
理
な
ど
を
行
う
。

　

企
業
庁
と
し
て
は
平
成
二
十
七
年

度
ま
で
の
三
年
間
に
地
元
市
と
合
意

し
た
事
項
等
に
つ
い
て
責
任
を
持
っ
て

実
施
し
た
上
で
、
後
継
組
織
に
引
き
継

い
で
い
く
。

環
境
生
活
警
察
常
任
委
員
会

環
境
生
活
警
察
常
任
委
員
会

商
工
労
働
企
業
常
任
委
員
会

商
工
労
働
企
業
常
任
委
員
会

問　

Ｂ
Ｓ
Ｅ
検
査
基
準
の
緩
和
等
に

よ
り
、
牛
肉
の
輸
入
量
が
増
大
し
、
酪

農
地
帯
は
厳
し
い
経
済
状
況
に
な
る

と
思
う
が
、
県
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に

対
処
し
て
い
く
の
か
。

　

ま
た
、
県
産
牛
肉
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答　

牛
肉
輸
入
量
の
増
大
は
、
国
内
産

肉
用
素
牛
と
し
て
販
売
す
る
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
種
乳
牛
の
雄
牛
の
価
格
が
下
落

す
る
な
ど
、
酪
農
家
経
営
へ
の
影
響
が

大
き
い
。

　

県
と
し
て
は
、
現
在
、
受
精
卵
移
植

等
で
良
い
雌
牛
を
生
産
す
る
技
術
の

普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
和
牛
と
の
交

雑
種
肉
牛
の
生
産
・
販
売
な
ど
に
よ
り
、

酪
農
家
の
所
得
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
県
産
牛
肉
を
い
か
に
差
別

化
し
、
Ｐ
Ｒ
し
て
消
費
を
上
げ
る
か
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
県
と
し
て
は
、

「
チ
バ
ザ
ビ
ー
フ
」
と
い
う
共
通
名
称

を
用
い
て
販
売
促
進
に
努
め
て
い
る
。

問　

下
水
道
終
末
処
理
場
に
お
け
る

焼
却
灰
の
保
管
状
況
と
今
後
の
見
通

し
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
東
京
電
力
に
対
す
る
損
害

賠
償
請
求
額
を
ど
の
程
度
見
込
ん
で

い
る
の
か
。

答　

下
水
道
終
末
処
理
場
で
保
管
し

て
い
る
焼
却
灰
は
、
九
月
末
現
在
、
約

四
千
五
百
六
十
ト
ン
で
あ
り
、
関
係
機

関
と
協
議
を
進
め
、
早
期
に
処
分
で
き

る
よ
う
努
め
る
。

　

ま
た
、
焼
却
灰
の
保
管
等
に
係
る
損

害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
は
、
東
京
電
力

か
ら
示
さ
れ
た
賠
償
基
準
に
基
づ
き
、

早
急
に
損
害
賠
償
請
求
を
行
っ
て
い
く
。

問　

公
立
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
化

農
林
水
産
常
任
委
員
会

農
林
水
産
常
任
委
員
会

県
土
整
備
常
任
委
員
会

県
土
整
備
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

の
早
期
促
進
に
つ
い
て
、
県
と
し
て
ど

の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

答　

耐
震
化
が
遅
れ
て
い
る
市
町
村

等
に
対
し
て
、
今
後
も
、
現
在
実
施
さ

れ
て
い
る
特
例
的
な
地
方
財
政
措
置

等
を
活
用
し
て
公
立
小
中
学
校
の
耐

震
化
を
推
進
す
る
よ
う
、
強
く
働
き
か

け
を
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
市
町
村
に
対
し
て
は
技
術

的
な
支
援
等
を
行
い
、
国
に
対
し
て
は
、

現
行
の
特
例
的
な
財
政
措
置
の
継
続

と
予
算
の
確
保
を
働
き
か
け
て
い
く
。

各
常
任
委
員
会
の

主
な
質
疑
か
ら

平成24年12月定例県議会 会期及び議事・委員会予定（素案）

月　　日 議　事　予　定 開議予定時間

11月20日（火）開会　知事提案理由説明 午前10時

27日（火）質疑並びに一般質問 〃

28日（水）  〃 〃

29日（木）  〃 〃

30日（金）  〃 〃

12月  3日（月）  〃 〃

4日（火）  〃 〃

6日（木）常任委員会（健康福祉・文教） 〃

7日（金）  〃 （総合企画水道・商工労働企業） 〃

10日（月）  〃 （環境生活警察・県土整備） 〃

11日（火）  〃 （総務防災・農林水産） 〃

14日（金）委員長報告等　採決　閉会 午後１時

※ 本案はおおよその日程であり、招集日前の議会運営委員会で協議し最終
決定します。

「決算審査特別委員会」を設置

■平成24年決算審査特別委員会委員名簿（平成23年度決算）
会　派　名 委　員　名

自　　民　　党

◎ 伊 　 藤 　 　 　 勲
○ 木 名 瀬 　 捷 　 司

谷 田 部 　 勝 　 男
渡 　 辺 　 芳 　 邦
伊 　 藤 　 昌 　 弘
大 　 松 　 重 　 和
松 　 下 　 浩 　 明
武 　 田 　 正 　 光
村 　 上 　 純 　 丈
坂 　 下 　 し げ き

民　　主　　党
横 　 堀 　 喜 一 郎
網 　 中 　 　 　 肇
岩 　 井 　 泰 　 憲

公　　明　　党 横 　 山 　 秀 　 明
共　　産　　党 加 　 藤 　 英 　 雄

市民ネット・社民・無所属 山 　 本 　 友 　 子
み ん な の 党 松 　 戸 　 隆 　 政

◎委員長　○副委員長

　10月3日の本会議において、県の平成23年度一般会計及び
特別会計の決算を審査するため、決算審査特別委員会を設置し
ました。



ちば県議会だより  平成24年［2012年］11月5日（月曜日）

http://www.pref.chiba.lg.jp/gikai/index.html

自民党 56人
民主党 16人
公明党 7人
共産党 4人
市民ネット・社民・無所属 4人
みんなの党 3人
千葉県民の声 1人
無所属の会 1人
開拓 1人
生活が第一 1人
千葉維新の会 1人
 定数95人 現員95人
   （平成24年10月16日現在）

ちば県議会だより  平成24年［2012年］11月5日（月曜日）

次回県議会だよりの発行日は平成25年2月5日の予定です。

▼
県
職
員
の
退
職
手
当

▼
県
債
金
利
上
昇
リ
ス
ク
へ
の
対
策

▼
地
方
分
権
型
社
会
に
向
け
た
取
り
組

み
▼
北
総
線
急
行
電
車
の
必
要
性

▼
野
菜
・
果
実
汚
斑
細
菌
病
対
策

▼
穀
物
の
高
騰

▼
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題

▼
有
害
鳥
獣
対
策

▼
農
産
物
直
売
所
の
風
評
被
害

▼
国
道
十
六
号
バ
イ
パ
ス
の
促
進

▼
都
市
計
画
道
路
三
・
三
・
二
号
線

▼
中
学
校
の
武
道
の
必
須
化

▼
国
民
健
康
保
険
料
・
保
険
税
の
収
納

状
況

▼
動
物
愛
護

▼
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク

九
月
二
十
八
日（
金
）

みんなの党

松
まつ

戸
ど

　隆
たか

政
まさ

 議員
（松戸市）

九
月
二
十
八
日（
金
）

みんなの党

松
まつ

戸
ど

　隆
たか

政
まさ

 議員
（松戸市）

自民党

伊
い

藤
とう

　勲
いさお

 議員
（富里市）

自民党

伊
い

藤
とう

　勲
いさお

 議員
（富里市）

自民党

浜
はま

田
だ

　穂
ほ

積
づみ

 議員
（柏  市）

自民党

浜
はま

田
だ

　穂
ほ

積
づみ

 議員
（柏  市）

十
月
一
日（
月
）

自民党

山
やま

中
なか

　操
みさお

 議員
（千葉市若葉区）

十
月
一
日（
月
）

自民党

山
やま

中
なか

　操
みさお

 議員
（千葉市若葉区）

▼
泉
高
校（
若
葉
区
）の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ス

ク
ー
ル
と
し
て
の
取
組
状
況

▼
千
葉
県
の
が
ん
対
策

▼
圏
央
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
増
設

▼
雇
用
問
題
と
茂
原
に
い
は
る
工
業
団
地

▼
理
科
支
援
員
配
置
事
業

▼
森
林
整
備

▼
房
総
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
・
鴨
川
有
料
道

路
無
料
化

▼
県
職
員
の
給
与
と
退
職
金

▼
富
士
山
噴
火

▼
生
活
保
護
制
度
の
見
直
し

▼
高
齢
出
産

▼
教
育
問
題

▼
振
り
込
め
詐
欺

▼
放
射
能
対
策

▼
浄
水
場
に
お
け
る
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ

ド
の
検
出

民主党

横
よこ

堀
ぼり

　喜
き

一
いち

郎
ろう

 議員
（茂原市）

民主党

横
よこ

堀
ぼり

　喜
き

一
いち

郎
ろう

 議員
（茂原市）

自民党

亀
かめ

田
だ

　郁
いく

夫
お

 議員
（鴨川市）

自民党

亀
かめ

田
だ

　郁
いく

夫
お

 議員
（鴨川市）

無所属の会

西
にし

尾
お

　憲
けん

一
いち

 議員
（船橋市）

無所属の会

西
にし

尾
お

　憲
けん

一
いち

 議員
（船橋市）

自民党

中
なか

沢
ざわ

　裕
ひろ

隆
たか

 議員
（柏  市）

自民党

中
なか

沢
ざわ

　裕
ひろ

隆
たか

 議員
（柏  市）

▼
地
方
分
権

▼
防
災
対
策

▼
医
療
・
福
祉
対
策

▼
教
育
行
政

▼
道
路
・
河
川
事
業

▼
茂
原
に
い
は
る
工
業
団
地

▼
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

▼
両
総
用
水
事
業

▼
水
産
問
題

▼
観
光
問
題

▼
道
路
問
題

▼
医
療
問
題

▼
子
育
て
・
医
療
・
福
祉

▼
企
業
誘
致

▼
商
店
街
の
振
興

▼
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

▼
未
利
用
県
有
地

▼
道
路
問
題

十
月
二
日（
火
）

自民党

木
き

村
むら

　哲
てつ

也
や

 議員
（船橋市）

十
月
二
日（
火
）

自民党

木
き

村
むら

　哲
てつ

也
や

 議員
（船橋市）

自民党

鶴
つる

岡
おか

　宏
ひろ

祥
よし

 議員
（茂原市）

自民党

鶴
つる

岡
おか

　宏
ひろ

祥
よし

 議員
（茂原市）

自民党

信
し

田
だ

　光
みつ

保
やす

 議員
（銚子市）

自民党

信
し

田
だ

　光
みつ

保
やす

 議員
（銚子市）

自民党

今
いま

井
い

　勝
まさる

 議員
（我孫子市）

自民党

今
いま

井
い

　勝
まさる

 議員
（我孫子市）

自民党

山
やま

本
もと

　義
よし

一
かず

 議員
（八街市）

自民党

山
やま

本
もと

　義
よし

一
かず

 議員
（八街市）

▼
農
業
問
題

▼
教
育
問
題

▼
雇
用
問
題

▼
水
産
業
の
振
興

▼
安
房
地
域
の
漁
業
振
興

▼
有
害
鳥
獣
問
題

▼
竜
巻
等
突
風
被
害
の
救
済

▼
高
齢
化
と
医
療
資
源
不
足
に
対
応
す
る

十
月
三
日（
水
）

自民党

木
き

下
した

　敬
けい

二
じ

 議員
（南房総市・安房郡）

十
月
三
日（
水
）

自民党

木
き

下
した

　敬
けい

二
じ

 議員
（南房総市・安房郡）

民主党

礒
いそ

部
べ

　裕
ひろ

和
かず

 議員
（野田市）

民主党

礒
いそ

部
べ

　裕
ひろ

和
かず

 議員
（野田市）

た
め
の
医
療
福
祉
施
策

▼
柏
廃
材
処
理
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
健
康
被
害

▼
中
小
企
業
に
お
け
る
節
電
・
省
エ
ネ
の
取

り
組
み

▼
外
郭
団
体
の
運
用
資
産
の
評
価
損

▼
が
ん
対
策
の
推
進

▼
相
談
急
増
の「
押
し
買
い
」対
策

▼
中
国
に
お
け
る
本
県
地
名
の
商
標
登
録

▼
大
網
白
里
町
の
市
制
施
行

民主党

網
あみ

中
なか

　肇
はじめ

 議員
（千葉市中央区）

民主党

網
あみ

中
なか

　肇
はじめ

 議員
（千葉市中央区）

自民党

阿
あ

井
い

　伸
しん

也
や

 議員
（山武郡）

自民党

阿
あ

井
い

　伸
しん

也
や

 議員
（山武郡）

▼
新
市
の
街
づ
く
り

▼
職
員
採
用
と
職
員
定
数

▼
非
常
時
に
お
け
る
通
信
機
能
の
確
保

▼
今
後
の
県
政
の
方
向
性

▼
防
災
対
策

▼
教
育
問
題

自民党

宇
う

野
の

　裕
ひろし

 議員
（匝瑳市）

自民党

宇
う

野
の

　裕
ひろし

 議員
（匝瑳市）

9月定例県議会 知事あいさつ

総合計画「輝け！ちば元気プラン」の
一層の推進と東日本大震災への対応など
に取り組むための補正予算を計上
　今回の補正予算では、総合計画の推進と東日本大
震災への対応のための予算を計上しました。
　補正額は、168億9,700万余円の増額で、補正後
の予算額は、1兆6,170億400万余円となります。

　主なものについて申し上げます。
　総合計画の推進では、「安全・安心のまちづくり」
の取り組み強化として、移動交番車全50台にＡＥＤ
を設置するとともに、振り込め詐欺等を防ぐための
コールセンター事業を１年間延長します。
　また、特別養護老人ホームの整備への助成など医
療・福祉施策の一層の充実を図ります。
　その他、「笑顔輝く子どもを育てる県づくり」のた
め、放課後児童クラブへの助成など安心して子育て
ができる環境の整備推進、中小企業再生ファンドの
設立や新卒未就職者支援など、産業の活性化、雇用対
策と基盤の整備を図ります。

　東日本大震災への対応については、「被災者支援」
のため、居住環境の改善や延長、災害援護資金貸付金
の増額など、被災者要望に対応します。
　また、「放射性物質対策」として、子どもの利用が多
い施設の除染経費の計上やシイタケなど特用林産物
の出荷制限解除に向けた取り組みなどを進めます。
　さらに「インフラ復旧・災害予防」のため、農業用
水管の布設替えや防災教育の普及促進、東日本大震
災記録誌の作成、地域防災力の向上などを図ります。

　次に、当面する諸問題について報告申し上げます。

　ロンドンオリンピックとパラリンピックでは、本県
ゆかりの選手たちもめざましい活躍を見せ、感動と
勇気を与えてくれました。選手の皆様には、敬意を
表すとともに、これからも郷土の誇りとなる活躍を
期待します。

　海外出張について報告いたします。
　先月タイ王国を訪問し、経済発展の力強さを肌で
感じてきました。
　バンコクでは、「タイ国際旅行博」や「千葉フェア」
で、千葉県の観光や農林水産物を大いにＰＲしてき
ました。また、シリントーン王女殿下への拝謁やチュ
ンポン副首相への表敬訪問を行い、東日本大震災の
支援に対してお礼を申し上げました。
　東南アジアからの観光客の誘致や海外販路の拡大
は、本県経済の活性化に大変重要であり、継続的なプ

ロモーションと交流に、さらに力を入れていきます。

　本県の人口減少について申し上げます。
　「千葉県人口動態分析検討会議」を設置し、減少要
因の分析を行い、その結果を取りまとめました。
　この中で、日本全体の人口減少や都内回帰などの
中長期的要因に加え、震災や原発事故という一時的
要因により、本県への転入が減少したことが分かり
ました。
　本格的な人口減少社会の到来に向け、県が進むべ
き方向性を見極め、元気で活気のある千葉県を目指
して全力で取り組んでいきます。

　グレード・アップ「ナリタ」活用戦略会議の提言に
ついて申し上げます。
　「成田空港を活用した経済活性化戦略」として提言
を取りまとめました。この中には、成田空港を活用し
た県内観光や産業の振興、空港利用者の利便性や快
適性の向上、今後の戦略の方向性とその実現を図る
ための組織「（仮称）成田空港活用協議会」の設立を目
指すこと、などが盛り込まれました。
　今後、成田空港の年間発着枠30万回化を契機とし
た、国際・国内線の拡充、ＬＣＣの新規就航など、成田
空港の高まるポテンシャルを最大限活用し、県経済
の活性化につなげていきます。

　圏央道の整備促進について申し上げます。
　東金～木更津間は今年度の開通を目指し工事が進
んでおり、大栄～横芝間については用地取得に向け
た地元説明会も開始されます。
　圏央道は、交通渋滞の緩和や災害時に代替機能を
果たす大変重要な道路です。今後、観光業や商工業
を始めとする地域経済の活性化につながる圏央道の
早期開通を目指し、国に強く働きかけていきます。

　その他、渇水対策やちばアクアラインマラソンに
ついての説明がありました。

千葉県議会ホームページで動画配信中
　その他、県議会情報を掲載しています。
ぜひご覧ください。
主な掲載内容
○議会議員の紹介　○傍聴・見学
○インターネット中継（ライブ・録画）
　本会議及び予算委員会（直近２年分視聴可）
○会議録検索　○会議の概要
○議会図書室の利用案内

〈ホームページアドレス〉
http://www.pref.chiba.lg.jp/
gikai/index.html
または、検索サイトで

を してください。検 索千葉県議会

千葉県議会ホームページ
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